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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】地震等による大きな揺れが加わっても野縁受け
と野縁との強固な固定状態が維持され、天井部の破壊及
び落下事故を確実に防止できる野縁取付装置を提供する
。
【解決手段】係合クリップ３とビス止めクリップ１１と
で構成され、係合クリップ３は、野縁受け１に対し、そ
の下位側で野縁２を直交配置して両者の交叉部で連結す
ると共に、垂直基板部４の下端部の左右両側に設けられ
各々野縁２の左右リップ部２ｅ，２ｆの裏面側に係合す
る左右の係合突起５，６と、垂直基板部４の上部側に野
縁受け１の下リップ部１ｆの上縁部を経由して下リップ
部の内側に折り込まれて下リップ部に係合する折り込み
係合部７とからなる。ビス止めクリップ１１は、野縁受
け１の下リップ部１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂに当て付け
られ、これらにビス止めされる立ち上がり片８と、野縁
２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられ、これら
にビス止めされる左右垂下片９，１０とからなる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　建物天井下地において、溝開口を横向きにして、その溝底部である縦ウェッブ部と、上
下フランジ部と、上下フランジ部から上下に対向して設けられた上下リップ部とからなる
リップ付き溝形材製の野縁受けに対し、その下位側で溝開口を上向きにしてその溝底部で
ある横ウェッブ部と、その左右側面部から立ち上がる左右フランジ部と、両フランジ部か
ら左右に対向して設けられた左右リップ部からなるリップ付き溝形材製の野縁を直交配置
して両者の交叉部で連結構造を介して取り付ける野縁取付装置であって、
　連結構造は，係合クリップとビス止めクリップとからなり、このうち、係合クリップは
、その垂直基板部の下端部の左右両側に設けられ各々野縁の左右リップ部の裏面側に係合
する左右の係合突起と、垂直基板部の上部側に野縁受けの下リップ部の上縁部を経由して
下リップ部の内側に折り込まれて下リップ部に係合する折り込み係合部とからなり、
　前記係合クリップとは別に設けられる前記ビス止めクリップは、野縁受けの下リップ部
又は縦ウェッブ部に当て付けられ、これらにビス止めされる立ち上がり片と、該立ち上が
り片と一体形成され、野縁の左右フランジ部に当て付けられ、これらにビス止めされる左
右垂下片とからなる野縁取付装置。
【請求項２】
　野縁受けの下リップ部に当て付けられる前記ビス止めクリップの立ち上がり片は、前記
係合クリップの垂直基板部に重ね合わされた状態で下リップ部にビス止めされ、該立ち上
がり片の下縁部の中央部に該立ち上がり片に対して直角に折曲して水平に一体形成される
中央部水平片を介して、該中央部水平片の左右両端部に直角に下方に折曲して野縁の左右
フランジ部に当て付けられる左右垂下片が一体形成され、該左右垂下片が左右フランジ部
にビス止めされてなる請求項１に記載の野縁取付装置。
【請求項３】
　野縁受けの縦ウェッブ部に当て付けられるビス止めクリップの立ち上がり片は、野縁受
けを挟んで前記係合クリップに対向した状態に設けられて縦ウェッブ部にビス止めされ、
該立ち上がり片の下縁部の中央部に該立ち上がり片に対して直角に折曲して水平に一体形
成される中央部水平片を介して、該中央部水平片の左右両端部に直角に下方に折曲して野
縁の左右フランジ部に当て付けられる左右垂下片が一体形成され、該左右垂下片が左右フ
ランジ部にビス止めされてなる請求項１に記載の野縁取付装置。
【請求項４】
　前記立ち上がり片の左右両端部の下縁部に前記中央部水平片とは反対方向に直角に折曲
して水平に一体形成される左右の端部水平突片が設けられ、該左右の端部水平突片は、野
縁受けの下フランジ部に当て付けられ、これにビス止めされてなる請求項２又は３に記載
の野縁取付装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、建物天井下地において、溝開口を横向きにして水平配設された溝形材からな
る野縁受けに、その下位側で溝開口を上向きにして直交配置させるリップ付き溝形材から
なる野縁を取り付けるための野縁取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に建物の天井下地構造では、例えば図８に示すように、複数の吊りボルトＢが天
井スラブＳに埋設されたインサートナットＮに上端部を螺着して垂設され、これら吊りボ
ルトＢの下端部に取り付けた略上向き開放コ字形のハンガー金具Ｈにより、溝開口３０ａ
を横向きにした溝形材からなる野縁受け３０が水平に支持されると共に、その下位側で溝
開口３１ａを上向きにして直交配置させるリップ付き溝形材からなる野縁３１がクリップ
４０を介して該野縁受け３０に吊支されている。この場合のクリップ４０は、一枚の金属
板体から打ち抜き及び曲げ加工したもので、垂直基板部４０ａの下端部の左右両側に設け
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た係合突起４０ｂ，４０ｃを野縁３１のリップ部３１ｂ，３１ｂの裏面側に係合させると
共に、該垂直基板部４０ａの上端部に設けた下向き開放コ字形のフック部４０ｄを野縁受
け３０に掛止するようになっている。Ｐは野縁３１の下面側にビス止めされる天井パネル
である。なお、建物躯体側の下面がデッキプレートにて構成される場合、吊りボルトＢは
該デッキプレートの溝部に取り付けた吊元金具に上端部を螺着するのが普通である。
【０００３】
　しかして、特に耐風圧や地震などによる天井下地等としてがたつき防止の目的で、野縁
受けに野縁を密接状態で吊支させるために、例えば特許文献１に示すように、クリップの
野縁受け側を折り込み部で野縁受けの全体を覆うように折り込んで係合し、クリップの野
縁側で野縁のリップ部に係合突起で係合するようにしてクリップを野縁に係合するように
した係合構造を補充して、クリップの野縁受け側に設けた部材とクリップの野縁側に設け
た部材とをビスによってクリップを野縁受け及び野縁にビス止めすることによって、両者
の連結構造を強化するクリップが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１００７０４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、この特許文献１所載の考案では、クリップを一対のクリップ金具片を用いて、
この両クリップ金具片を、野縁受け３０の横向きの溝開口３０ａを覆って、その溝開口３
０ａの上フランジ部３０ｂを経由して、且つ溝開口３０ａの溝底部である縦ウェッブ部３
０ｃを覆うようにして野縁受け３０の外周全体を挟んで重ね合わせ、両者をビス止めする
と共に、野縁も一対のクリップ金具片をビス止めするようにしているため、その構造が複
雑で製作費が非常に高くつくという致命的な難点があると共に、両クリップ金具片を野縁
受けの全体を挟んでビス止めする作業や両クリップ金具片の夫々の係合突起を野縁に係合
する作業が非常に面倒であるという難点があった。
【０００６】
　しかのみならず、特許文献１や図８に示されるクリップでは大形の野縁受けには取り付
けることができないという致命的な難点があった。すなわち、大型店舗、体育館や大型工
場等の大面積を占める大型の天井部を構成する大型天井下地構造に用いられる野縁受け１
は、図１に示すように、野縁２を受ける野縁受け１の高さｈは一例を挙げれば約１００ｍ
ｍで、幅ｗは約５０ｍｍで、厚みｄは約２ｍｍで、図８や特許文献１に示す従来の野縁受
けのほぼ３倍の高さと幅と厚みを備えている。これがために、図８や特許文献１に示すよ
うなクリップでは径大な野縁受けの外周全体を覆うようにして取り付けることが困難であ
った。
【０００７】
　本考案は、これらの難点を解消して、容易にクリップを野縁受けと野縁とを係合し且つ
ビス止めが可能で、且つ構造が簡単で安価に製作することができ、しかもクリップを大型
の天井下地構造である径大な野縁受けに取り付け可能な野縁取付装置を提案するものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するための手段を図面の参照符号を付して示せば、請求項１の考案に係
る野縁取付装置は、建物天井下地において、溝開口１ａを横向きにして、その溝底部であ
る縦ウェッブ部１ｂと、上下フランジ部１ｃ，１ｄと、上下フランジ部１ｃ，１ｄから上
下に対向して設けられた上下リップ部１ｅ，１ｆとからなるリップ付き溝形材製の野縁受
け１に対し、その下位側で溝開口２ａを上向きにしてその溝底部である横ウェッブ部２ｂ
と、その左右側面部から立ち上がる左右フランジ部２ｃ，２ｄと、両フランジ部２ｃ，２
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ｄから左右に対向して設けられた左右リップ部２ｅ，２ｆからなるリップ付き溝形材製の
野縁２を直交配置して両者の交叉部で連結構造を介して取り付ける野縁取付装置であって
、連結構造は係合クリップ３とビス止めクリップ１１とからなり、このうち、係合クリッ
プ３は、垂直基板部４の下端部の左右両側に設けられ各々野縁２の左右リップ部２ｅ，２
ｆの裏面側に係合する左右の係合突起５，６と、垂直基板部４の上部側から野縁受け１の
下リップ部１ｆの上縁部を経由して野縁受け１の下リップ部１ｆの内側に折り込まれて下
リップ部１ｆに係合する折り込み係合部７とからなり、前記クリップ３とは別に設けられ
るビス止めクリップ１１は、野縁受け１の下リップ部１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂに当て付
けられる立ち上がり片８であって、該立ち上がり片８に設けたビス挿通孔８ａからビス８
ｂが下リップ部１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂにねじ込まれる立ち上がり片８と、該立ち上が
り片８に一体形成され、野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片
９，１０であって、該左右垂下片９，１０に設けられたビス挿通孔９ａ，１０ａからビス
９ｂ，１０ｂが左右フランジ部２ｃ，２ｄにねじ込まれる左右垂下片９，１０とから構成
されるものである。
【０００９】
　請求項２に係る考案は、野縁受け１の下リップ部１ｆに当て付けられる前記立ち上がり
片８は前記係合クリップ３の垂直基板部４に重ね合わされた状態で下リップ部１ｆにビス
止めされ、該立ち上がり片８の下縁部の中央部に該立ち上がり片８に対して直角に折曲し
て水平に一体形成される中央部水平片１２を介して、該中央部水平片１２の左右両端部に
直角に下方に折曲して野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９
，１０が一体形成され、該左右垂下片９，１０が野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄにビ
ス止めされてなる請求項１に記載の構成からなるものである。
【００１０】
　請求項３に係る考案は、野縁受け１の縦ウェッブ部１ｂに当て付けられる前記立ち上が
り片８は野縁受け１を挟んで前記係合クリップ３に対向した状態に設けられて縦ウェッブ
部１ｂにビス止めされ、該立ち上がり片８の下縁部の中央部に該立ち上がり片８に対して
直角に折曲して水平に一体形成される中央部水平片１２を介して、該中央部水平片１２の
左右両端部に直角に下方に折曲して野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる
左右垂下片９，１０が一体形成され、該左右垂下片９，１０が左右フランジ部２ｃ，２ｄ
にビス止めされてなる請求項１に記載の構成からなるものである。
【００１１】
　請求項４に係る考案は、前記立ち上がり片８の左右両端部の下縁部に前記中央部水平片
１２とは反対方向に直角に折曲して野縁受け１の下フランジ部１ｄに当て付けられる左右
の端部水平突片１３，１４が水平に一体形成され、該端部水平突片１３，１４に夫々設け
たビス挿通孔１３ａ，１４ａからビス１３ｂ，１４ｂが、下フランジ部１ｄにねじ込まれ
てなる請求項２又は３に記載の構成からなるものである。
【考案の効果】
【００１２】
　次に、本考案の効果について図面の参照符号を付して示すと、請求項１の考案に係る野
縁取付装置では、垂直基板部４の下端部の左右両側に設けられ各々野縁２の左右リップ部
２ｅ，２ｆの裏面側に係合する左右の係合突起５，６と、垂直基板部４の上部側に野縁受
け１の下リップ部１ｆの上縁部を経由して野縁受け１の下リップ部１ｆの内側に折り込ま
れて下リップ部１ｆに係合する折り込み係合部７とからなる係合クリップ３と、該係合ク
リップ３とは別に、野縁受け１の下リップ部１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂに当て付けられる
立ち上がり片８と野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９，１
０とが一体に設けられてなるビス止めクリップ１１が、夫々に設けたビス挿通孔８ａ，９
ａ，１０ａから、ビス８ｂ，９ｂ，１０ｂ，が野縁受け１の下リップ部１ｆ又は縦ウェッ
ブ部１ｂ並びに野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄにねじ込まれてなるため、係合クリッ
プ３による野縁受け１と野縁２との係合連結構造に対して、これとは別にビス止めクリッ
プ１１による野縁受け１と野縁２とのビス止め連結構造が加わることによって、地震等に
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よる大きな揺れが加わっても、野縁受け１と野縁２との強固な固定状態が維持され、もっ
て天井部の破壊及び落下事故を確実に防止できる。
【００１３】
　特に、本考案によれば、係合クリップ３は、その垂直基板部６の上部側から野縁受け１
の下リップ部１ｆの上縁部を経由して野縁受け１の下リップ部１ｆの内側に沿うようにし
て下リップ部１ｆに係合される折り込み係合部７によって、野縁受け１に係合されると共
に、ビス止めクリップ１１は、その立ち上がり片８が野縁受け１の下リップ部１ｆ又は縦
ウェッブ部１ｂに当て付けられ、ビス止めされるようになっているから、野縁受け１の高
さ、即ち、その下リップ部１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂの高さｈ（図１参照）が高くとも、
その高さｇ，ｈに影響されることなく、係合クリップ３及びビス止めクリップ１１を野縁
受け１に固定することができる。
【００１４】
　請求項２に係る考案によれば、野縁受け１の下リップ部１ｆに当て付けられる前記立ち
上がり片８は前記係合クリップ３の垂直基板部４に重ね合わされた状態で下リップ部１ｆ
にビス止めされ、該立ち上がり片８の下縁部の中央部に直角に折曲して水平に一体形成さ
れる中央部水平片１２を介して、該中央部水平片１２の左右両端部に直角に下方に折曲し
て野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９，１０が一体形成さ
れ、該左右垂下片９，１０が野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄにビス止めされてなるた
め、外部負荷によって係合クリップ３の野縁受け１及び野縁２に対する係合作用が離脱す
る虞れがあっても、これに重合して下クリップ部１ｆにビス止めされるビス止めクリップ
１１のビス止め作用によって係合クリップ３の離脱を防ぎ、地震等による大きな揺れが加
わっても、野縁受け１と野縁２との強固な固定状態が維持される。
【００１５】
　請求項３に係る考案によれば、野縁受け１の縦ウェッブ部１ｂに当て付けられる前記立
ち上がり片８は野縁受け１を挟んで前記係合クリップ３に対向した状態に設けられて縦ウ
ェッブ部１ｂにビス止めされ、該立ち上がり片８の下縁部の中央部に直角に折曲して水平
に一体形成される中央部水平片１２を介して、該中央部水平片１２の左右両端部に直角に
下方に折曲して野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９，１０
が一体形成され、該左右垂下片９，１０が左右フランジ部２ｃ，２ｄにビス止めされてな
るため、野縁受け１を挟んで対向して取り付けられる係合クリップ３の係合作用と、野縁
受け１を挟んで対向して設けられるビス止めクリップ１１のビス止め作用との相乗作用に
よって、野縁受け１と野縁２との強固な固定状態が維持される。
【００１６】
　請求項４に係る考案によれば、前記立ち上がり片８の左右両端部の下縁部に前記中央部
水平片１２とは反対方向に直角に折曲して野縁受け１の下フランジ部１ｄに当て付けられ
る左右の端部水平突片１３，１４が水平に一体形成され、該端部水平突片１３，１４に夫
々設けたビス挿通孔１３ａ，１４ａからビス１３ｂ，１４ｂが、下フランジ部１ｄにねじ
込まれてなるため、ビス止めクリップ１１は、その立ち上がり片８の野縁受け１の下クリ
ップ部１ｆに対するビス止めと、その左右の垂下片９，１０の野縁２の左右フランジ部２
ｃ，２ｄに対するビス止めとに加えて、左右の端部水平突片１３，１４の野縁受け１の下
フランジ部１ｄに対するビス止め構造によって、ビス止めクリップ１１を強固に野縁受け
１及び野縁２に取り付けることができ、更に一層に野縁受け１と野縁２との強固な固定状
態が維持される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本考案の一実施形態に係る野縁取付装置を示す斜視図である。
【図２】本考案の要部であるの野縁受けと野縁との連結構造の分解斜視図である。
【図３】同野縁受けと野縁との連結構造を示す斜視図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ線断面図である。
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【図６】本考案の要部である野縁受けと野縁との他の連結構造の斜視図である。
【図７】本考案の要部である野縁受けと野縁との連結構造の一部を示す斜視図である。
【図８】従来のクリップを使用した天井下地構造の一例を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本考案に係る野縁取付構造の一実施形態について、図面を参照して具体的に説
明すると、図１に示すように、複数の吊りボルトＢが天井スラブＳに埋設されたインサー
トナットＮに上端部を螺着して垂設され、これら吊りボルトＢの下端部に取り付けた略上
向き開放コ字形のハンガーＨにより、溝開口１ａを横向きにした溝形材からなる例えば野
縁受け１の縦ウェッブ１ｂの高さ（幅）ｈが約１００ｍｍで、上下フランジ部１ｃ，１ｄ
の幅ｗは約５０ｍｍで、上下リップ部１ｅ，１ｆの幅ｇが２０ｍｍで、これらの各部片の
厚みｄが約２ｍｍのライトゲージからなる野縁受け１が抜け止めボルトＶで補強されてハ
ンガーＨに水平に取り付けられる。
【００１９】
　そして、野縁受け１の下位側で溝開口２ａを上向きにして直交配置させるリップ付き溝
形材からなる野縁２が本考案に係る係合クリップ３及びビス止めクリップ１１を介して該
野縁受け１に吊支されている。Ｐは野縁２の下面側にビス止めされる天井パネルである。
なお、建物躯体側の下面がデッキプレートにて構成される場合、吊りボルトＢは該デッキ
プレートの溝部に取り付けた吊元金具に上端部を螺着するのが普通である。
【００２０】
　このように、溝開口１ａを横向きにして水平配設された溝形材からなる野縁受け１に対
し、その下位側で溝開口２ａを上向きにして直交配置させるリップ付き溝形材からなる野
縁２を、両者１，２の交叉部で連結手段である係合クリップ３とビス止めクリップ１１を
介して取り付けるが、このうち、係合クリップ３は、図２～図７、特に図７に示すように
、垂直基板部４の下端部の左右両側に設けられ各々野縁２の左右リップ部２ｅ，２ｆの裏
面側に係合する左右の係合突起５，６と、垂直基板部４の上部側に野縁受け１の下リップ
部１ｆの上縁部を経由して下リップ部１ｆの厚みに相当する幅の折り込み部３ａによって
野縁受け１の下リップ部１ｆの内側に折り込まれて下リップ部１ｆに係合する折り込み係
合部７とからなる。
【００２１】
　係合クリップ３とは別に設けられるビス止めクリップ１１は、野縁受け１の下リップ部
１ｆ又は縦ウェッブ部１ｂに当て付けられる立ち上がり片８と、野縁２の左右フランジ部
２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９，１０とが一体に設けられてなり、ビス止めク
リップ１１は、立ち上がり片８、左右垂下片９，１０の夫々に設けたビス挿通孔８ａ，９
ａ，１０ａからビス８ｂ，９ｂ，１０ｂ，が、野縁受け１の下リップ部１ｆ又は縦ウェッ
ブ部１ｂ並びに野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄにタッピングによって強制的にねじ込
まれる構成からなる。
【００２２】
　そして、係合クリップ３とビス止めクリップ１１との配置関係については、図２～図５
に示すように、野縁受け１の下リップ部１ｆに当て付けられる前記立ち上がり片８は前記
係合クリップ３の垂直基板部４に重ね合わされた状態で下リップ部１ｆにビス止めされ、
該立ち上がり片８の下縁部の中央部に該立ち上がり片８に対して直角に折曲して野縁２の
左右リップ部２ｅ，２ｆの上面に載置される中央部水平片１２が一体形成され、該中央部
水平片１２を介して、該中央部水平片１２の左右両端部に直角に下方に折曲して野縁２の
左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付けられる左右垂下片９，１０が一体形成され、該左右
垂下片９，１０が野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄにビス止めされる。このように、係
合クリップ３にビス止めクリップ１１が重ね合わされることよって、外部負荷によって係
合クリップ３の野縁受け１及び野縁２に対する係合作用が離脱する虞れがあっても、これ
に重合して下クリップ部１ｆにビス止めされるビス止めクリップ１１のビス止め作用によ
って係合クリップ３の離脱を防ぎ、地震等による大きな揺れが加わっても、野縁受け１と
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野縁２との強固な固定状態が維持される。
【００２３】
　又、係合クリップ３とビス止めクリップ１１との他の配置関係については、図６に示す
ように、野縁受け１の縦ウェッブ部１ｂに当て付けられる前記立ち上がり片８は野縁受け
１を挟んで前記係合クリップ３に対向した位置に設けられて縦ウェッブ部１ｂにビス止め
され、該立ち上がり片８の下縁部の中央部に直角に折曲して水平に一体形成され、野縁２
の左右リップ部２ｅ，２ｆの上面に載置される中央部水平片１２を介して、該中央部水平
片１２の左右両端部に直角に下方に折曲して野縁２の左右フランジ部２ｃ，２ｄに当て付
けられる左右垂下片９，１０が一体形成され、該左右垂下片９，１０が左右フランジ部２
ｃ，２ｄにビス止めされてなるため、野縁受け１を挟んで対向して取り付けられる係合ク
リップ３の係合作用と、ビス止めクリップ１１のビス止め作用とによる相乗作用によって
、野縁受け１と野縁２との強固な固定状態が維持される。
【００２４】
　更に、図２～図６に示すように、ビス止めクリップ１１の前記立ち上がり片８の左右両
端部の下縁部に、前記中央部水平片１２とは反対方向に直角に折曲して野縁受け１の下フ
ランジ部１ｄの図中裏面側に当て付けられる左右の端部水平突片１３，１４が水平に一体
形成され、該端部水平突片１３，１４に夫々設けたビス挿通孔１３ａ，１４ａからビス１
３ｂ，１４ｂが、下フランジ部１ｄにタッピングによって強制的にねじ込まれるようにな
っているため、ビス止めクリップ１１は、その立ち上がり片８の野縁受け１の下クリップ
部１ｆに対するビス止めと、その左右の垂下片９，１０の野縁２の左右フランジ部２ｃ，
２ｄに対するビス止めとに加えて、左右の端部水平突片１３，１４の野縁受け１の下フラ
ンジ部１ｄに対するビス止め構造によって、ビス止めクリップ１１を強固に野縁受け１及
び野縁２に取り付けることができ、更に一層に野縁受け１と野縁２との強固な固定状態が
維持される。
【符号の説明】
【００２５】
　１　　　　野縁受け
　１ａ　　　溝開口
　１ｂ　　　縦フランジ部
　１ｃ　　　上フランジ部
　１ｄ　　　下フランジ
　１ｅ　　　上リップ部
　１ｆ　　　下リップ部
　２　　　　野縁
　２ａ　　　溝開口
　２ｂ　　　横ウエッブ部
　２ｃ　　　右フランジ部
　２ｄ　　　左フランジ部
　２ｅ　　　右リップ部
　２ｆ　　　左リップ部
　３　　　　係合クリップ
　４　　　　垂直基板部
　５　　　　係合突起
　６　　　　係合突起
　７　　　　折り込み係合部
　８　　　　立ち上がり片部
　８ａ　　　ビス挿通孔
　８ｂ　　　ビス
　９　　　　垂下片
　９ａ　　　ビス挿通孔
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　９ｂ　　　ビス
　１０　　　垂下片
　１０ａ　　ビス挿通孔
　１０ｂ　　ビス
　１１　　　ビス止めクリップ
　１２　　　中央部水平片
　１３　　　端部水平突片
　１３ａ　　ビス挿通孔
　１３ｂ　　ビス
　１４　　　端部水平突片
　１４ａ　　ビス挿通孔
　１４ｂ　　ビス

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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